
　
１．位置情報サービスの仕組み

　１－１　相手はどこに？

　２００３年３月末現在、日本全国において携帯電話・

ＰＨＳ は８，１００万台以上が使われている（電気通信事

業者協会調べ）。ここまで携帯電話・ＰＨＳが普及した

大きな理由は、小型化され、軽量化された電話機を

持ち歩くことにより、「いつでも、どこでも、誰と

でも」通話が可能となったことにある。その反面、

固定電話とは異なって、通話の相手がどこにいるの

かは受信者には不明であるので、携帯電話・ＰＨＳの

開発実用化の当初から通話相手がどこにいるのか、

端末の位置情報を知りたいという欲求があった。

　１－２　セルラー方式の活用

　携帯電話・ＰＨＳはセルラー方式を採っている。セ

ルラー方式とは、サービスエリアをいくつかのセル

（地域）に分割することからつけられた名称である。

携帯電話・ＰＨＳでは、ある端末が交信しているセル

がどれかはネットワーク側で判っている。セルの半

径は、携帯電話で１ｋｍ弱から数ｋｍ、ＰＨＳで１００ｍ

から５００ｍ程度であるから、基地局の位置情報とセ

ル情報を照合すれば、交信している端末がどのセル

内にいるのかが容易に判るはずである。しかし、実

際には、ビル等の影響を受けてセルの形状が正円で

はないので、複数ある基地局の内でどの基地局と交

信しているかが判っても、交信している端末の位置

の特定は容易ではない。

　それでは、セル毎の形状を予め測定しておけばど

うであろうか。そもそも、基地局が密集している地

域においては、特定の基地局がどのセルを捉えるか

については一定の法則がなくてハッキリしないし、

セルの中でビルが新築されれば必然的にそのセルの
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　本稿では、携帯電話・PHSによる位置情報サービスの老人ケアへの活用、なかでも徘徊

老人対策について述べた。高齢化社会を迎えた我が国において、２００万人弱の老人が何ら

かの痴呆問題を抱えていて、徘徊老人の問題は決して他人事といえるような状況にはない。

一方、こうした状況をビジネスに結びつけた会社も出現してきており、情報化社会の進化

は老人ケアにも活用されるようになっている。
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形状が変わってしまうのである。それに加えて、携

帯電話では１ｋｍ弱から数ｋｍものセル半径の大きさ

の問題があり、交信している端末がどのセルにいる

かは判っても、大きなセルの中から特定の端末（通

話相手）の位置を正確に探し出すことは非常に大変

な作業である。

　１－３　ＧＰＳの利用

　この問題を一気に解決したのが、ＧＰＳを搭載した

携帯端末の出現である。ＧＰＳとはＧｌｏｂａｌ Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ 

Ｓｙｓｔｅｍの略であり、地球の周回軌道を回る２４個の

人工衛星から常時発信されている電波を受信し、場

所を特定するシステムである。その精度は、カーナ

ビを使ったことのある人は容易にお判りと思うが、

通りのどのあたりにいるかまで正確に表示される。

もちろん、大きなビル内や地下街等においてはＧＰＳ

の電波を受信することができないので、交信してい

る端末の正確な位置情報は得がたいが、そういった

場合でも、基地局の情報からおよその位置を知るこ

とが可能である。

　２．老人に対するケアへの活用

　高齢化が急速に進む我が国においては、２００万人

に近い老人が何らかの痴呆問題を抱えていると言わ

れている。なかでも徘徊の問題は、痴呆老人を介護

看護する側にとって大変な問題である。「ちょっと

目を離した隙にいなくなってしまった」という危険

は常にある。このような時、何らかの手段で、その

老人の居場所を迅速で正確に把握することができれ

ば、すぐに保護することができる。そのためには、

�徘徊する恐れのある老人が身に付けることが可能

である

�徘徊する恐れのある老人がどこに行っても利用可

能である

�老人を介護看護する人に位置情報を送る機能を備

えている

ような器具が必要となり、携帯電話・ＰＨＳといった

移動可能で、小型軽量であり、情報が発信できるシ

ステムの活用が考えられたのは、当然のことといえ

よう。

　当初は、ＰＨＳの方が料金が安いし、セルが小さ

いので精度がよいシステムが作れるという見方もあ

ったが、前述のとおりＧＰＳが利用されるようにな

ると、サービスエリアがより広いＧＰＳ付携帯電話

の独擅場となった。また、料金についても、音声通

話のできない専用端末の位置情報サービス対応

ＧＰＳ携帯の開発によって非常に安くなっている。

　３．サービスの現状

　３－１　システムの概要

　いくつかの電気通信会社が携帯端末の位置情報サ

ービスと取り組んでいる。ＫＤＤＩは「ＥＺナビゲーシ

ョン」というａｕ携帯電話から利用できる位置情報サ

ービスを開始している。また、Ｊ‐フォンの「ステー

ション」、ＤＤＩポケットの「ＬＩ機能」、ＮＴＴドコモの

ＰＨＳを利用する「いまどこサービス」、アステル東

京の「Ｐナビ／ダイヤル」など多くの位置情報サービ

スを展開中である。その中で、大手警備保障会社で

あるセコム株式会社の取組みについて簡単に紹介し

たい。

　セコム社のシステムは、ａｕのｃｄｍａＯｎｅを利用し

ている。ｃｄｍａＯｎｅを利用する最大のメリットは、

ＧＰＳとの親和性が高いという点にある。すなわち、

ｃｄｍａＯｎｅチップの供給元である米国Ｑｕａｌｃｏｍｍ社

がｇｐｓＯｎｅというＧＰＳ衛星とｃｄｍａ携帯電話網を利

用して測位するシステムを提供している。従来の携

帯電話・ＰＨＳを利用した位置情報サービスが、基本

的にはそれぞれの基地局からの情報を元に端末の位

置を割り出していたのに対し、ｇｐｓＯｎｅではカーナ

ビなどで利用されているＧＰＳ衛星からの電波を受

信して位置を計測する。さらに、基地局が持ってい

る位置情報も使うことにより、ＧＰＳ衛星が見えな

いところでも位置が特定できる。ＧＰＳの精度と、

屋内でも電波が届く携帯電話のメリットを併せ持っ

た技術であり、Ｑｕａｌｃｏｍｍ Ｊａｐａｎ 社によると、「屋外

で衛星がたくさん見える場所であれば、５～１０ｍの

誤差で位置情報を取得できる」という（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．

ｚｄｎｅｔ．ｃｏ．ｊｐ／ｍｏｂｉｌｅ／０１０４／０４／ｇｐｓｏｎｅ．ｈｔｍｌ）。

　また、２００３年には、携帯電話端末のみで自律的に

位置測位が行えるようになる計画もある（ｈｔｔｐ：／／

ｗｗｗ．ｚｄｎｅｔ．ｃｏ．ｊｐ／ｍｏｂｉｌｅ／０２０８／０６／ｎ_ｇｐｓｏｎｅ．ｈｔｍｌ）。

　３－２　専用システムの例

　セコム株式会社は２００１年４月から、「ココセコム」

の名称で位置情報提供・現場急行サービスを提供し

ている。このサービスは、大別すると自動車等の物

向け（盗難対策）と人向け（徘徊・迷子等対策）がある

（Ｆｉｇ.１）。

　人向け（徘徊・迷子等対策）の場合、初期費用は、

７，０００～１０，９００円。月額基本料金は５００円で、これに

は、専用端末（縦１１７ｍｍ×横４３ｍｍ×厚さ２０ｍｍ、

重さ約６０ｇ、Fig.2）のレンタル料金が含まれている
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（消耗品のバッテリーは別料金）。この他、位置情報

提供料金が３００円／回（オペレータ応答の場合）あ

るいは１００円／回（インターネット経由で専用サイト

からの位置情報取得。月２回まで無料）、現場急行

料金が１０，０００円／回（ただし１時間までの場合。超

過した場合は１時間ごとに１０，０００円の追加料金が必

要）となっている。具体的事例などについては、セ

コム社のウェブサイト（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．８５５７５６．ｃｏｍ／）

に詳しいが、捜索対象者が自転車で移動したりして

いると時間がかかるが、だいたい２～３０分以内で現

場へ急行した係員が対象者を発見できている。

　３－３　ＧＰＳ付携帯を利用する例

　総合警備会社のセコム社は、２００１年１２月に、ａｕ

の対応ＧＰＳケータイを利用した携帯電話用緊急通

報サービス「ココセコムＥＺ」を開始した。「ココセ

コムＥＺ」では、「ココセコム」の機能に加えて、救

急信号を同社のオペレーションセンターへ送信する

ことが可能となっている。初期費用は、３，５００円。

月額基本料金は３００円で、それ以外の料金は「ココセ

コム」と同額である。当然、この他にａｕの携帯電話

を利用するための初期費用と月額基本料金が必要と

なるが、携帯電話の利用者にとっては、「ココセコ

ム」より割安な料金で多様なサービスを利用できる

ことになる。

　３－４　電動四輪車への組み込んだ例

　足の不自由な人・弱った人向けの電動四輪車への

位置情報システムの組み込みも行われている。２００２

年９月に、トヨタ系部品・ボディーメーカーである

アラコ株式会社が製造する電動四輪車「エブリデー」

のココセコム仕様車が発売となった（Fig.3）。初期

費用は５，０００円。月額基本料金は５００円。その他の利

用料金も、「ココセコム」と同額である。この他、

組み込みはディーラーオプション扱いとなるので、

その費用が必要となる（詳細についてはｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．

ｆｕｋｕｓｈｉ－ａｒａｃｏ．ｃｏｍ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌを参照のこと）。

　３－５　地磁気センサーと加速度センサーを応用

した位置情報検出システム

　歩行者の位置検出・ＩＴＳには携帯用ＧＰＳがあるが、

ビルの谷間、屋内、地下街、高圧線、樹木の近くな

どにおいては、その精度が落ちたり使えなかったり

することが多くある。そこで、米軍は地磁気センサ
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Fig. 1　ココセコムのシステム

Fig. 2　ココセコム専用端末機の形状

出典）セコム株式会社資料。

出典）セコム株式会社資料。



ーと加速度センサーを応用してＧＰＳ信号の全くな

いところでも自律航法を可能とした兵員用慣性端末

機を開発したが、それを一般個人用に改造した、歩

行者用携帯ユニットのポイントマンＤＲＭ（Ｓｉｌｉｃｏｎ 

Ｓｅｎｓｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍｓ Ｊａｐａｎ社、Fig.4）が発売されている。

　ポイントマンＤＲＭのセンサーは３軸の地磁気セ

ンサーと加速度センサーであり、地磁気センサーで

常に方角を検知し、加速度センサーで距離を検知す

るクラシックな方法であるが、両者の検知を連続的

に行うことによって高度な精度が得られ、その上、

本機にはＧＰＳ受信機も装備されていてＧＰＳ情報が

正確な場合を判断して位置の自動的補完を行うシス

テムになっている。山林や市街地での実験結果から

すると、ポイントマンＤＲＭの精度は歩行距離に対し

て平地で３～５％、山林で４～７％であり、ＤＲＭ／

ＧＰＳ補完モードの場合には、歩行距離にかかわらず

数％以内である。また、鉄筋コンクリートビル内で

３～５％、金属（トタン）板の倉庫内で５～８％とい

う結果もあるが、使用場所の条件に左右されるので

精度はあくまでも参考値ということである。用途と

しては、徘徊者モニターとその記録の他に、警ら・

救助活動、視覚障害者介助、歩行者ＩＴＳ／案内、作

業場などの人員配置・効率化、人間行動モニター・

記録、要員管理・隊形把握などがある（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．

ｓｐｐ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｓｓｊ／ｐｏｉｎｔｍａｎ．ｈｔｍ）。

　４．今後の展開

　痴呆老人の徘徊問題に限れば、ＧＰＳを活用した

位置情報サービスは満足のおけるレベルにあるもの

と考えられる。しかしながら、老人ケアにより有用

なツールとはどのようなものなのかを考えた場合、

位置情報サービスだけでは不十分であり、今後の課

題としては、

�身に付け易い形状をした製品の開発

�センサーを有し、体調のモニターもできる製品の

開発

�消防署や救急病院などとの自動緊急通信システム

の開発

等が考えられる。

　５．おわりに

　老人介護にＧＰＳと携帯電話・ＰＨＳを利用するサー

ビスは、諸外国にも例を見ないものである。位置情

報の提供という点においても、筆者は寡聞にして、

日本の１１０番や１１９番の緊急通報に相当する米国にお

ける９１１通話に位置情報を付加するシステムしか知

らない。このようなシステムが、全世界において老

人ケアの場で活用されるようになることを切望する

次第である。
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Fig. 3　位置情報システムが組み込まれた電動四輪車

Fig. 4　ポイントマンＤＲＭ（Ｄｅａｄ Ｒｅｃｋｏｎｉｎｇ Ｍｏｄｕｌｅ）

GPSアンテナ 
（腰につけてもOK） 

DRM本体 

携帯パソコン 

充電器 
（通常は不要） 

出典）アラコ株式会社資料。

出典）シリコンセンシングシステムジャパンＨＰ。


